
眼科プラクティス28　眼感染症の謎を解く

正 誤 表

本書におきまして，下記のとおり記載内容に誤りがありました．訂正してお詫びいたします．

● p.400　表 1 眼疾患スペクトル

　　〔誤〕

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　〔正〕

● p.424　表 1 眼疾患スペクトル

　　〔誤〕

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　〔正〕

424	 解　説

VI. 生きた基礎知識を学ぶ !　1. 眼病原体 who’s who　5）常在病原体

②消化管・尿路　c）腸球菌群

■形態・増殖形式
腸球菌 Enterococciはグラム陽性球菌である．

通性嫌気性菌であり好気性条件では酸素呼吸，嫌
気性条件では乳酸発酵を行い増殖する．1980年
代までは連鎖球菌属に分類されていたことからも
わかるように，塗抹鏡検からは連鎖球菌と区別で
きない（図1）．

普通寒天培地によく発育する．血液寒天培地で
は白色のコロニーを形成しブドウ球菌や連鎖球菌
と区別できないが，胆汁エスクリン寒天培地を黒
変させること，耐塩性を有することで腸球菌と同
定できる（図2）．液体培地での培養は静置培養ま
たは低速度での振盪培養を行う．

■概要・疫学・棲息部位
腸球菌はヒトや動物の腸管内に広く存在し，多

くの菌種がある．臨床で分離されるのは Entero­
coccus faecalis，E. faeciumが多い．典型的な日
和見感染菌であり，健常人に対する病原性は低

い．免疫不全患者に対しては尿路感染，カテーテ
ル感染，心内膜炎，敗血症を起こす．多剤耐性化
しやすい菌であり，院内感染の原因菌として重要
である．

ヒト消化管の常在細菌叢を形成しているが，上
咽頭，口腔，腟，皮膚，結膜嚢からもときに分離
される．筆者の自検例でも高齢者の結膜嚢から

図1 腸球菌の形態
グラム陽性の球菌．写真は人工培養したE. fae-
calisの実験株．

図2 腸球菌のコロニー
血液寒天培地（a）でコロニー周囲にβ溶血環がみら
れれば，溶血毒素の生産株であることを示す．写
真は7株中5株が溶血毒素生産株．腸球菌の選択
分離培地である胆汁エスクリン培地（b）ではコロ
ニー周囲が黒変する．
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b

表1 眼疾患スペクトル
眼瞼炎 結膜炎 角膜炎 強膜炎 眼内炎 涙小管・涙嚢炎 視神経炎 眼窩蜂巣炎

× × △ × ◎ /○＊ × × ×

◎よく起こす　　○起こす　　△まれ　　×起こさない　＊術後/転移性を示す
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VI. 生きた基礎知識を学ぶ !　1. 眼病原体 who’s who　4）潜伏病原体

①ヘルペスウイルス群

■形態・増殖形式
ヘルペスウイルス科に分類されるウイルスは，

共通の形態学的，生物学的特徴を示す．特に，初
感染後，宿主に潜伏感染し，生涯を宿主とともに
する．ヘルペスウイルスの成熟粒子の構造は，4
つの部分からなる．DNAを含むコア，コアを囲
む正二十面体のカプシド，その周りをテグメン
ト，最外層のエンベロープが囲む．エンベロープ
の表面には突起様構造がみられるが，これは主に
ウイルス糖蛋白質よりなる．ウイルスゲノムは，
線状の二本鎖 DNAであり，約70〜200の蛋白質
をコードしている．一般的にカプシドの大きさ
は，直径約100〜110nmであり，成熟粒子の大
きさは約120〜200nmである．ウイルス DNA
は，感染細胞の核内で複製される．核内で DNA
を含んだコアを包むカプシドが形成され，細胞質
内でエンベロープを獲得し，成熟粒子となって細
胞外へ放出される．ウイルスが増殖サイクルに入

ると感染した細胞は，細胞変性効果を起こす
（図1）．
■概要・病態・治療

ヘルペスウイルス科は，さらにα─, β─,γ─の3
亜科に分けられる．これは，宿主域など生物学的
特性に基づいて分けられたものである．
1. 	単純ヘルペスウイルス1型，2型	（herpes	
simplex	virus	type	1,	2：HSV─1, 	2）
単純ヘルペスウイルス1型と単純ヘルペスウイ

ルス2型に分けられる．両者は，αヘルペスウイ
ルス亜科に分類され，遺伝子構成はほとんど同じ
であるが，生物学的や免疫学的性状に違いがみら
れる．ウイルスを含んだ分泌物あるいは粘膜，病
変部への直接接触により感染伝播する．ウイルス
は感覚神経節（三叉神経節や脊髄後根神経節）に潜
伏感染するため，再発を繰り返す場合もある．
HSVはほとんどすべての臓器あるいは皮膚粘膜
から分離される．単純ヘルペスウイルス1型は，

図1 水痘帯状疱疹ウイルスの細胞変性効果
 a 水痘帯状疱疹ウイルス感染細胞

　ウイルスが感染増殖している．
 b  GFPを発現する水痘帯状疱疹ウイルスが感染している細胞

　緑色蛍光を発している箇所がウイルス感染部位．緑色部位が，細胞変性効果に相当する．

a b

表1 眼疾患スペクトル
眼瞼炎 結膜炎 角膜炎 強膜炎 眼内炎 涙小管・涙囊炎 視神経炎 眼窩蜂巣炎

◎よく起こす　○起こす　△まれ　×起こさない

虹彩毛様体炎 脈絡膜炎 網脈絡膜炎 網膜炎 眼内炎（狭義）

○ ○
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